
第 16 回全国ＲＹＬA 研究会 第 5 回実行委員会議事録 

 

日時 ： 2023 年 11 月 14 日（火） 17：00～18：00 

場所 ： ZOOM 

出席 ： ≪実行委員会≫ 

□ 右近八郎 G ■ 佐藤正道直前 G ■ 早川敬介 GE  ■ 泉田征慶 GN 

 □ 芳賀裕実行委員⾧ □ 大木和彦副委員⾧  □ 山田稔副委員⾧ □ 増子博保幹事  

□ 箭内一典副幹事 ■ 中目公英委員  □ 菅野拓司委員 ■ 佐藤美奈子委員 

□ 田代行孝委員  ■佐藤正和 RA 地区代表（白河 RAC） 

□ 渡辺浩子全国 RYLA 連絡会運営委員⾧          □ 記録 副幹事 佐藤龍史 

≪運営委員会役員≫ 

■山本啓之（D2700）□ 田中賢一（D2680） ■ 斉藤朋博直前幹事（D2510）  

         ≪オブザーバー≫ 

□ 津留起夫事務統括 □ 黒田健一研究部門委員 □ RIJYEM 事務局 斉藤睦美  

■ ⾧友海夢（ライラリアン） 

        

≪司会 増子博保 幹事≫ 

１． 開会あいさつ               副委員⾧ 大木和彦 

２． ガバナーあいさつ             ガバナー 右近八郎 

３． 実行委員⾧あいさつ            委員⾧  芳賀 裕 

４． RIJYEM 事務統括あいさつ         事務統括 津留起夫 

５．  協議事項 

① 役員等の費用負担の件 

・RIJYEM 主催の会合では、ロータリー関係の講師には謝礼は支払われていない。 

・RA 研修会でも謝礼金、登録料の免除は行っていない。 

・次回開催地への引継ぎ事項にもなるので、今回はっきりとしていきたい。 

〇RI の役職であってもロータリアンなので、登録料は払うべきまた謝礼金については利益相反 

行為に当たる可能性がある。 

〇今後、今までのように収入を確保できなくなる傾向にあるので、調整が必要である。 

・交通宿泊費については、持回りなので均せば同じになる考えでいくべき。 

・ロータリアンであることで講師への謝金はなしとする。 

・福島会議では参加登録費、宿泊交通費は、役員の方々にも負担をしていただく事にしたい。 

〇各地区の実態を調べて規定を作る必要がある。 

 

② アンケート結果の整理と対応の件 

事前に増子幹事より送信されたデータをもとに芳賀実行委員会⾧よりアンケート結果を説明さ

れた。 

・今回のアンケートは非常に興味深いものなので、福島会議の中で活用したいと思っているので、 

内容を良く把握しておいてほしい。 

       ・未回答地区（12 地区）で 2520 地区と 2670 地区は RYLA セミナーを実施している。 

    ・実施されていない地区への周知がこれからの課題である。 

    ・RYLA セミナーの開催は 1 泊 2 日が半数以上ある。 

    ・登録料の負担元は不明である。 

    ・RYLA セミナーの開催についての課題は、共通の課題が多いので全国 RYLA 研究会福島会議の 



     中に活かしていきたい。 

    〇各地区が抱えている諸問題が浮き彫りになったアンケートでありとても重要だ。 

    〇各地区の RYLA セミナーに対する目的が違うので、何のために開催するのかを突き詰めていく 

ことが重要だ。 

    〇未回答の地区は個々に問合せをしていく。 

 

③ プログラム内容の件 

事前に増子幹事より送信されたプログラム（案）をもとに芳賀実行委員会⾧より説明された。 

    ・基調講演は RYLA の基本、また世界の RYLA 事情などについてについてお願いしたい。 

    〇ここ数年 RYLA の国際大会がないので事情が掴みにくい。 

    ・２日目の分科会の一つとして、今回取ったアンケートの情報交換の場にしたい。 

    ・二つ目の分科会は、５地区の学友会の事情や検討している地区の情報についての場にしたい。 

     ・三つ目の分科会は危機管理についての場にしたい。 

    〇2680 地区で進めるのは問題ないが、今後他地区でもできるように考えているので案を出して 

もらえれば、たたき台を一緒に考えていく。 

    

④ 今後のスケジュールの確認 

事前に増子幹事より送信されたスケジュールをもとに増子幹事より説明された。 

    ・ほぼスケジュール通り進んでいるが、予算についてはまだ詰めるところがある。 

    ・アトラクションを 12 月までに決めていく。 

    ・1 月に第一報で案内のみを発信する。3 月に登録案内を発信するために 1 月に検討を進める。 

    〇研究会であるので RYLA を実施していない地区も含め、34 全地区に集まってもらえるような 

強いメッセージを 3 月上旬に開催する委員⾧会議で発信してほしい。 

    〇福島会議がきっかけで RYLA に興味を持ってもらえるようなアピールを考えていきたい。 

 

以上、全て議事が終了して、18：00 に閉会となる。 

次回の第 6 回実行委員会は、12 月 12 日（火）17：00～18：00 ZOOM にて開催。 

   


